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スリーデーマー

チが

開催されました
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倫理綱領を、事務所に掲示しましょう

平成２４年度　公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会

埼玉西部支部災害対策本部組織表
本　部　長（支部長）
堀越　重男

依田　博光
武井　省三
荒川　幸夫
須澤　賢二
伊藤　勝四
奥山　　寛

支部専務理事

支部副専務理事

支部副専務理事

支部副専務理事

支部副専務理事

支部副専務理事

副本部長（地区長）

ふじみ野　　三平　　實
川　　越　　山口　徳行
西　入　間　　笠間　益伸
東　松　山　　杉田　光夫

事　務　局

総務財務
委員会

伊藤　勝四

西入間
地　区

笠間　益伸

東松山
地　区

杉田　光夫

ふじみ野
地　区

三平　　實

川　越
地　区

山口　徳行

地震・台風など自然災害は、思わぬ時にやってきます。災害をなくすことはできませんが
被害を少しでも減らすことは、心がけ次第で可能です。

災害は
忘れた頃にやってくる

倫 理 綱 領
　我々は専門家としての社会的使命を強く自

覚し、倫理綱領の実践を通して、国民の信託

にこたえることを誓う。

一、我々は誇りと責任をもって社会に貢献する。

一、我々は人格と専門的知識の向上に努める。

一、我々は諸法令を守り公正な取引の実現に努める。

一、我々は誠実公正な業務の遂行に努める。

一、我々は業界秩序の確立と組織の団結に努める。

公益社団法人　埼玉県宅地建物取引業協会

地
区

だ
よ
り

オ
ー
プ
ン

セ
ミ
ナ
ー
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◎　委員長　○　副委員長

平成２４年度　公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会

埼玉西部支部組織表

依田　博光専 務 理 事
武井　省三副専務理事
荒川　幸夫副専務理事
須澤　賢二副専務理事
伊藤　勝四副専務理事（兼総財）
奥山　　寛副専務理事（兼広報）

顧　　　問

神山　佐市
星野　光弘
横田　庄平

顧問弁護士

�橋毅久男 鈴木　久代事 務 局
新井　雅子事 務 局
植木ひろ子事 務 局

〔地区長〕

ふじみ野　　三平　　實
川　　越　　山口　徳行
西　入　間　　笠間　益伸
東　松　山　　杉田　光夫

監　　事　　渡邊左武郎
監　　事　　小林　　明

業務支援
委員会

◎奥田　俊介
○浅見　隆広○江原　明治

　�野　郁惠
　岡部　登一

広報啓発
委員会

◎奥山　　寛
○中田　義広
　谷口　徳幸
　秋元　　勇
　松本　　朗

政策推進
委員会

◎横田　　等
○小野澤康弘
　谷澤　　薫
　伊藤　大蔵
　根岸　成美

消費者相談
委員会

◎栃木　軍司
○村田　　保
　矢野　　剛
　池田　英之
　小野　正行
　�橋　守彦

法令遵守
委員会

◎飯塚　　貢
○野溝　　茂
　杉山　勝行
　櫻井　達夫
　内田　昌治

情報提供
委員会

◎船津　輝佳
○飯沼　哲夫
　渋谷　　優
　鈴木　陽一
　島村　　誠
　鈴木　　明

〈財務担当〉

伊藤　勝四
栗原　雄一
石川　　功

総務財務
委員会

◎伊藤　勝四
○栗原　雄一
○石川　　功
　小田島政美
　小山内　隆
　森　由美子
　内野　雅光

堀越　重男支 部 長

山口　徳行副 支 部 長
三平　　實副 支 部 長
笠間　益伸副 支 部 長
杉田　光夫副 支 部 長

〈レディス部担当〉

�野　郁惠
森　由美子

県協会本部
〈理　事〉
堀越　重男
山口　徳行
笠間　益伸
杉田　光夫
依田　博光
武井　省三
荒川　幸夫
須澤　賢二
奥山　　寛
〈監　事〉
村田　　保

〈青年部〉
◎浅見　隆広

　野崎　和彦○木下　　昇
　島村　陽太○内川　　浩
　島村　祐介○小鮒　芳行
　松井　哲夫○関根　　哲
　井上　勝博　荒引登志雄
　前田　伸也　田中　章友

　池田　正輝

支
部
長　

堀
越　

重
男

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つま

し
た
が
、
最
近
で
は
多
少
の
会
員
数

の
減
少
は
み
ら
れ
る
も
の
の
新
規
入
会

者
の
大
幅
な
増
加
も
み
ら
れ
、
支
部
の

運
営
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
、
復
興
の
下

支
え
が
行
わ
れ
る
中
、
新
規
会
員
と
共

に
業
界
を
活
性
化
し
業
務
を
通
し
て
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
様
、
会
員
が
一

丸
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
一
つ
、
日
頃
か
ら
理
事
の
方

々
に
は
率
先
し
て
支
部
事
業
に
ご
協
力

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
消
費
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
で
は
委
員
の
方
全
員
が
朝
か
ら
出
席

し
、
夕
方
ま
で
熱
心
に
活
動
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
私
自
身
、
胸

を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
な
す
ば
ら

し
い
方
々
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
支
部

長
と
い
う
役
職
の
責
任
と
使
命
を
改
め

て
感
じ
、
埼
玉
西
部
支
部
の
発
展
と
会

員
の
皆
様
の
ご
繁
栄
の
為
に
精
一
杯
努

力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

日
頃
は
、
宅
建
協
会
埼
玉
西
部
支
部

の
会
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
協
会
は
本
年
度
よ
り
、
公
益
社
団

法
人
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と

し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

長
引
く
デ
フ
レ
や
円
高
、
欧
州
の
信

用
不
安
、
雇
用
不
安
、
株
安
等
、
業
界

を
取
り
囲
む
経
済
環
境
は
引
き
続
き
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
背
景
の
中
、
当
協
会
も

数
年
前
ま
で
会
員
数
の
減
員
並
び
に
新

規
入
会
者
の
落
ち
込
み
が
続
い
て
お
り
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　２４年度は公益社団法人としてスタートし、委
員会活動も県協会規定の７委員会を立ち上げ活
発に行っております。また、支部４地区の活動
も各々特色のあるものが行われています。公益
事業を中心に協会活動がありますが、各種研修
事業等の他、市町との空家バンク制度・土地紹
介制度の提携など、地域情報提供についても今
後増えていくものと思います。
　今年度より正副専務理事は６名になりまし
た、今後もご理解ご協力お願い申し上げます。

専務団・委員長あいさつ

専務理事
依田　博光

副専務
武井　省三

副専務
荒川　幸夫

副専務兼広報
奥山　　寛

副専務兼総財
伊藤　勝四

副専務
須澤　賢二

総務財務委員会

　宅建協会が公益社団法人に認定されて、当支部
にも様々な変更が生じており、会員の皆様には何
かとご不便をおかけしております。落ち着くまで
まだ若干の時間がかかると思いますが、何卒ご理
解とさらなるご協力をお願い申し上げます。
　あっという間に今年もそろそろお客様にカレン
ダーをお配りする季節になってしまいました。今
年は、一体何をしたのだろう、この世に生まれて
６２年、どうしてこんなに進歩しないのだろうかと
反省する時期でもあります。いつの日か、「ああ
素晴らしい一年だった」と思える時が来るのでし
ょうか。
　会員の皆様には種々のご協力を感謝し、ますま
すのご繁栄とご健勝をお祈り申し上げます。

法令遵守委員会

　私は今期から法令遵守委員会委員長を仰せつか
った飯塚です。この委員会は本年度より独立した
委員会です。当委員会の主な仕事は法定研修会と
会員事務所指導（法令遵守指導）です。その他法
令改正の情報提供等かなり広範囲になります。皆
様ご存知の通り宅建業そのものが、法律に縛られ
た業種です。年々其の時世に合わせて法律も改正
されてきています。当委員会はそれらの情報提供
に努めて参りますので、毎月会員の皆様に送られ
る支部だより、宅建だより等は開封して必見下さ
る様宜しく御願いします。

消費者相談委員会

　この４月念願の公益社団法人認可に伴い、「消
費者相談・法令遵守委員会」が「消費者相談委員
会」と「法令遵守委員会」に成りまして、私は
「消費者相談委員会」の委員長として村田副委員
長、矢野委員、池田委員、小野委員、高橋委員の
６名方々と共に呼吸を合わせ推進しています。特
に毎月１回行われている不動産無料相談は、公益
事業の中でも大切な分野のひとつですので、全理
事の皆様のご協力のもと、川越市・ふじみ野市・
富士見市・鶴ヶ島市・坂戸市・東松山市・三芳町
で「不動産無料相談所」を開設して、不動産でお悩
みの方へ、アドバイザーとして御足労していただ
いております。支部会員皆様のご理解とご協力を
賜りながら積極的に取り組んで参りますので、よ
り一層のご支援の程宜しくお願い申し上げます。

支部正副専務理事支部正副専務理事

委員長
　　伊藤　勝四
副委員長
　　栗原　雄一
　　石川　　功

委員長
　　栃木　軍司
副委員長
　　村田　　保

委員長
　　飯塚　　貢
副委員長
　　野溝　　茂
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広報啓発委員会

　公益社団法人取得に伴い「広報啓発委員会」に
名称変更した一年目。各委員会が担当する支部事
業を取材する中で気づいたことがあります。それ
は意識的に消費者を対象とした事業内容になって
きたことです。これらの事業に参加された方々だ
けではなく、参加できなかった方々にも分かるよ
う、本年より、当委員会が取材した記事を数日以
内にホームページで情報提供を行っております。
これからも会員の皆様にタイムリーな情報を提供
できるよう努力して参ります。
　「宅建埼玉西部支部ホームページ」
http://www.takuken.or.jp/seibu　⇒「広報啓発委
員会」をご覧下さい！

情報提供委員会

　皆様こんにちは。このたび情報提供委員長とな
りました船津と申します。宜しくお願いいたしま
す。
　今年４月、当協会は公益社団法人となりまし
た。関係市町よりこれまでにないご要望を多く頂
くようになり、「空家バンク」等の新たな取り組み
に向け只今試行錯誤しているところです。
　また、レインズ関連の情報提供としてパソコン
講習会を企画して参ります。多くの会員の皆様の
ご参加をお待ちしております。
　最後に当委員会は少数精鋭の委員の方々ととも
に取り組んでおります。どうぞご支援とご協力を
賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

業務支援委員会

　公益社団法人移行に伴い、従来の５委員会から
７委員会に細分化され、当委員会は会員相互の交
流、親睦の和を深めていきます。
　６月１２日会員ゴルフ大会が越生ゴルフクラブで
大勢の参加を頂き開催されました。来る２５年賀詞
交歓会は２月４日東武ホテルにて、２５年度支部定
時総会終了後開催します。大勢の会員の皆様のご
参加をお待ちしています。青年部は、法務、実務
等の研修会を会員の皆様と地域の一般の方々が参
加するオープンセミナーを実施、地域の皆様との
架橋になるよう努めて参ります。

政策推進委員会

　本年度より政策推進委員長を仰せつかりました

横田と申します。若輩ではありますが、皆様のお

役に立てるよう勉強して参りたいと思っておりま

すのでご指導とご協力をお願い申し上げます。

　さて、本年も協会と行政のパイプ役としての委

員会の使命に鑑み、９月１日には、「埼玉西部支部

宅建議員懇話会」の皆様との意見交換会を「地域

を知る勉強会」として開催し、１０月５日には、「行

政機関研修会」と題して、ふじみ野市長の高畑博

氏をお招きし、貴重なお話を聞かせて頂きまし

た。今後も皆様の声を届ける委員会として邁進し

て参りますので宜しくお願い申し上げます。

委員長
　　奥山　　寛
副委員長
　　中田　義広

委員長
　　船津　輝佳
副委員長
　　飯沼　哲夫

委員長
　　横田　　等
副委員長
　　小野澤康弘

委員長　　　奥田　俊介
副委員長　　江原　明治
　　　　　　浅見　隆広
青年部委員長　浅見　隆広
副委員長　　木下　　昇
　　　　　　内川　　浩
　　　　　　小鮒　芳行
　　　　　　関根　　哲
レディス部　�野　郁惠
　　　　　　森　由美子
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地区だより

ふじみ野地区
会員 202名

　

本
年
も
地
区
事
業
の
大
半
を
地
区
会
員

の
支
援
の
も
と
に
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
、
協
会
は
公
益
社
団
法
人
と

し
て
の
認
可
を
受
け
発
足
致
し
ま
し
た
。

地
区
で
は
数
年
前
よ
り
公
益
化
に
向
か
っ

て
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

６
月
に
は
公
益
事
業
の
最
初
の
事
業
で
あ

る
宅
建
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
ふ
じ
み
野

市
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催

致
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
木
造
耐
震
対
策

に
つ
い
て「
地
震
か
ら
生
命
を
守
る
為
に
」

と
「
地
域
の
活
断
層
・
水
害
区
域
」
に
つ

い
て
で
し
た
。
七
月
に
は
、
無
料
相
談
員

研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
全
員
真
摯

な
態
度
に
て
研
鑽
を
致
し
て
お
り
ま
し

た
。
九
月
に
入
り
、
会
員
の
楽
し
み
な
バ

で
し
た
。
十
月
に
は
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
が

あ
り
、
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
懇
親

会
で
も
大
盛
況
で
し
た
。
年
中
行
事
の
ふ

じ
み
野
地
蔵
祭
り
、
富
士
見
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
そ
し
て
十
一
月
ふ
じ
み
野
産
業
祭
に

於
い
て
不
動
産
無
料
相
談
を
開
催
致
し
ま

し
た
が
同
時
に
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
イ
ベ
ン
ト
は
、
大

変
な
活
況
を
呈
し
て
居
り
ま
し
た
。
威
勢

の
い
い
売
り
声
、
掛
け
声
で
仕
事
の
ス
ト

レ
ス
解
消
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ス
ツ
ア
ー
を
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
催
行
し
ま
し
た
。

日
頃
の
仕
事
疲
れ
を
緑
の
や

ま
な
み
や
松
本
城
、
善
光
寺

と
一
日
だ
け
で
も
善
男
善
女

ふじみ野地区

三平　實 地区長

村田　　保
江原　明治
船津　輝佳
須澤　賢二

副地区長

会員 244名

変
化
に
対
応
す
る
４
つ
の
「
Ｓ
」

　

イ
タ
リ
ア
は
強
い
。
ア
ル
マ
ー
ニ
・
ヴ

ェ
ル
サ
ー
チ
な
ど
の
文
化
は
車
社
会
で
も

フ
ェ
ラ
ー
リ
な
ど
、
独
特
の
文
化
で
成
長

し
て
い
る
。
日
本
の
ユ
ニ
ク
ロ
も
悪
く
は

な
い
。
で
も
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
色
々

な
流
通
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
壊
し
て
い
る
。
ダ

ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
は
変
化
に
適
応
し
て

そ
れ
を
い
か
に
身
に
着
け
る
か
が
生
命
の

育
み
と
い
う
。

　

潰
れ
そ
う
だ
っ
た
は
と
バ
ス
の
社
長
は

毎
朝
７
時
に
観
光
ツ
ア
ー
の
人
に
お
は
よ

う
と
挨
拶
を
し
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
た
と
い
う
。
今
は
や
は
り
逆
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
経
営
が
必
要
で
あ
る
。
公
益
法
人
化
さ

れ
た
宅
建
協
会
も
消
費
者
の
下
で
直
接
相

談
そ
し
て
情
報
を
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
川
越
地
区
も
産
博
、
小
江
戸
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
を
通
し
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
展

開
を
し
な
が
ら
広
報
な
ど
を
通
じ
、
積
極

的
に
消
費
者
の
元
に
飛
び
込
ん
で
い
か
な

い
と
な
ら
な
い
。
２
極
化
さ
れ
た
消
費
動

向
は
ま
る
で
別
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

不
動
産
の
下
落
も
都
市
ご
と
再
生
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
積
極
的
に
前
に
で
て
市
町

村
と
共
に
企
画
・
施
行
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

団
塊
の
世
代
の
老
人
化
で
会

員
の
減
少
も
避
け
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
提
案
し
て
い
る

４
つ
の
「
Ｓ
」
が
大
切
で
あ

る
。

山口　徳行 地区長

武井　省三
飯沼　哲夫
栗原　雄一
奥山　　寛

副地区長

川越地区川越地区

　

ス
リ
ム
・
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
・
そ
し
て
不
屈
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
。

即
実
践
で
あ
る
。

　

建
築
基
準
法
に
見
合
う
建
物
よ
り
も
よ

り
強
度
に
作
っ
て
い
る
業
者
も
い
る
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
日
本
の
底
力
を
感
じ
る
。

元
気
に
や
る
気
を
も
っ
て
根
気
強
く
勤
勉

に
続
け
る
と
こ
ろ
に
宅
建
協
会
の
進
む
べ

き
未
来
が
あ
る
。
会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄

ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
す
。

長野バスツアー

地区親睦ゴルフ大会

地区だより

ょ
う
か
。
本
年

度
の
事
業
も
残

り
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
会
員

一
同
で
協
力
し

て
参
り
ま
す
。

富士
見ふるさとまつり

１０／２７ ふじみ野祭り

▲
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地区だより

会員 149名

　

今
年
度
よ
り
飯
塚
前
地
区
長
の
後
を
受

け
就
任
い
た
し
ま
し
た
笠
間
で
す
。
６
月

の
宅
建
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
始
ま
っ

た
地
区
事
業
も
、
７
月
不
動
産
無
料
相
談

員
研
修
、
８
月
不
動
産
フ
ェ
ア
（
坂
戸
よ

さ
こ
い
祭
り
不
動
産
無
料
相
談
会
）、
９

月
会
員
親
睦
旅
行
（
最
上
川
舟
下
り
）、　
１１

月
不
動
産
フ
ェ
ア
（
鶴
ヶ
島
産
業
祭
不
動

仕
入
れ
し
、
売
り
上
げ
の
一
部
を
東
日
本

大
震
災
の
寄
付
金
と
し
て
拠
出
し
ま
し

た
。
１
年
間
は
前
年
度
か
ら
の
事
業
を
踏

襲
し
て
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
良
い

所
は
さ
ら
に
良
く
、
問
題
点
の
あ
る
事
業

に
つ
い
て
は
再
考
し
て
い
く
考
え
で
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
共
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

産
無
料
相
談
会
）
と
順
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

鶴
ヶ
島
産
業
祭
で
の
サ
ブ
事

業
で
あ
る「
さ
ん
ま
の
販
売
」

は
被
災
地
「
気
仙
沼
」
か
ら

笠間　益伸 地区長

依田　博光
飯塚　　貢

副地区長

会員 124名

　

東
松
山
地
区
長
杉
田
と
申
し
ま
す
。
日

頃
の
皆
様
の
ご
協
力
を
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
又
、
今
期
四
月
よ
り
協
会
は
公
益
社

団
法
人
の
認
可
を
頂
き
、
色
々
な
面
で
御

心
配
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
事
と

思
い
ま
す
が
、
私
達
は
与
え
ら
れ
た
仕
事

と
し
て
一
心
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

公
益
社
団
認
可
か
ら
の
動
き
と
し
て
、

と
き
が
わ
町
、
川
島
町
の
空
家
バ
ン
ク
媒

介
、又
、東
松
山
市
、市
の
川
、保
留
地
斡
旋

に
関
す
る
協
定
等
々
、
ま
だ
ま
だ
未
知
数

な
状
態
で
す
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

又
、
東
松
山
市
役
所
で
の
毎
月
第
一
水

曜
日
の
無
料
相
談
も
公
益
事
業
の
柱
と
し

は
、
会
員
ゴ
ル
フ
大
会
、
大

洗
方
面
へ
の
地
区
親
睦
日
帰

り
旅
行
も
忙
し
い
中
、
会
員

様
の
協
力
を
頂
き
催
行
し
ま

し
た
。

　

又
、
十
一
月
二
、
三
、
四

て
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

地
区
厚
生
事

業
と
し
て

杉田　光夫 地区長

荒川　幸夫
栃木　軍司

副地区長

日
、
第
三
十
五
回
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

会
場
で
ブ
ー
ス
を
借
り
無
料
相
談
、
ア
ン
ケ

ー
ト
収
集
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
等
、

会
員
の
協
力
の
中
、
広
く
宅
建
業
界
の
取
組

み
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
区
理
事
一
員
と
し
て
数
々
の
研
修
会
を

重
ね
な
が
ら
、
数
有
る
行
事
を
遂
行
し
て
行

く
立
場
で
す
が
、
皆
様
の
協
力
無
し
で
は
不

可
能
な
事
で
す
の
で
支
部
へ
の
貢
献
を
も
視

野
に
入
れ
、
地
区
運
営
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

西入間地区西入間地区

東松山地区東松山地区

最上川秋季慰安旅行

地区だより

〓

宅建オープンセミナー勉強会

鶴ヶ島産業祭　市長と一緒に

大勢の人が参加し
た日本スリーデー
マーチの会場で多
彩なとりくみ

大洗方面への地区親睦旅行

筑波宇宙センター
を見学
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２４年度支部定時総会

▲挨拶する堀越支部長

▼三輪昭彦　県会長

　室岡和俊副会長、�橋毅久
男顧問弁護士、神山佐市顧問
様のご臨席のもと、議長団に
三平實氏と杉田光夫氏が選出
され、議事が進められまし
た。
　支部関係規約について村田
保副専務理事より各案件につ
いて報告され、挙手多数によ
り可決承認されました。

会員数　７２１名
出席者　　６０名
委任状　４１１名

可決承認された議案
第１号議案　平成２４年度事業計画書承認の件
第２号議案　平成２４年度収支予算書承認の件
第３号議案　役員改選の件
報告事項　　依田副専務理事報告

賀詞交歓会 業務支援委員会

賀詞交歓会

平成２４年１月１２日（木）川越東武ホテル３ＦにてPM３時００分開始
参加者　１６２名

物まねショー・カラオケ大会
福引き抽選会
中締めおよび閉会の言葉は４地区長
によりおこなわれました。

乾杯　　　�橋毅久男顧問弁護士
挨拶　　　堀越支部長・三輪昭彦県会長
来賓挨拶　神山佐市様
名刺交換会

支部定時総会は、平成２４年２月２４日（金）
えすぽわーる伊佐沼にてPM２時００分 
開始されました。

西部宅建だより 平成24年12月20日発行第35号
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宅建業者法定研修会 法令遵守委員会

谷口さん、喜びの一言錘

　今年は、個人優勝は無理かな？
と思っていましたが、運よく優勝
することが出来ました。実力のあ
る方々が、どうも今一調子が良く

なかったみたいです。それにして
もやはり嬉しいのは団体優勝で
す。「来年も頑張ろう」と地区長ご
発声の乾杯で打ち上げの美酒を頂
きました。

研修テーマ及び講師　　　　　　

埼玉県における相談事例について

埼玉県都市整備部建築安全課宅建
相談指導担当官 大塚　健司氏
不動産取引の実務

　（財）不動産適正取引推進機構　
　中村　幸夫氏
不動産の諸問題について

　弁護士　�川　佳子氏

東日本大震災復興支援

第３１回会員ゴルフ大会開催会員ゴルフ大会 業務支援委員会

日　時　平成２４年６月１２日（火）
会　場　越生ゴルフクラブ
参加者　６９名

優勝者
ふじみ野地区
谷口徳幸さん

団体優勝
ふじみ野地区
団体優勝
ふじみ野地区

　さる１０月１１日（木）１３時００分より坂戸市文化会館
ホールにて宅建業者法定研修会を開催しました。
４００名の出席者の方々は、皆講師の話に真剣に耳
を傾けていました。

開場前の打合せ
受付、会場整理、駐車場係
など支部の皆さんの協力で
スムーズな運営ができまし
た。

三　位　　横田　　等様
団体優勝　ふじみ野地区

優勝者　谷口　徳幸様
準優勝　奥山　　寛様

▲

埼玉県庁　大塚主査

▲�川佳子弁護士

　宅地建物取引業法第６４

条の６に基づいた、業務

に関し高度な知識の修得

を目的とした研修会を実

施しております。

　埼玉西部支部の会員以

外の方でも受講できます。

受講者には研修済
証を交付します。
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　宅建オープンセミナーを６月２７日（水）にふじ
み野市ココネにて行いました。
　社団法人　埼玉建築設計監理協会の耐震専門
部会の神田氏を迎えまして新築木造住宅の耐震
設計についてご講義頂きました。
　ふじみ野地区会員と一般の方を含めて約５０名
にて聴講致しました。

一般消費者の皆様と地域発展の為、共に学び共に勉強しましょう

ふじみ野市サービスセンターホール
６月２７日（水）　PM２：００～４：００
テーマ　木造住宅の耐震対策～地震から生命を

守る為に
講　師　日本木造住宅耐震補強事業者協同組合
　　　　家富　信弘氏
テーマ　地震に強い住宅建築について
講　師　耐震専門部会　部会長　神田　廣行氏

　６月２８日川越南文化会館ジョイフルにて「３・
１１以降の不動産の基準について」をテーマに
（株）ベル・ブレックス代表鈴木卓哉氏によるセ
ミナーを開催。当日は、会員及び一般参加者７０
名を越す大勢の方が会場を埋め尽くし、セミナ
ーはいつもの「鈴木節」が炸裂。参加者は鈴木
ワールドに引き込まれ、あっという間の９０分間
でした。

川越南文化会館　ジョイフル
６月２８日（木）　PM２：００～４：００
テーマ　３・１１以降の不動産の基準について
講　師　（株）ベル・ブレックス代表
　　　　鈴木　卓哉氏

ふふふふふふふふふふじじじじじじじじじじみみみみみみみみみみ野野野野野野野野野野ふじみ野
地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催地区開催
オオオオオオオオオオーーーーーーーーーーププププププププププンンンンンンンンンンオープン
セセセセセセセセセセミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーセミナー

川川川川川川川川川川 越越越越越越越越越越川　越
地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催地区開催
オオオオオオオオオオーーーーーーーーーーププププププププププンンンンンンンンンンオープン
セセセセセセセセセセミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーセミナー

地区開催宅建オープンセミナー地区開催宅建オープンセミナー
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平成２４年６月２６日（火）開催
　PM２：３０～４：３０まで
東松山市民文化センター
　参加者　３６名（一般１１名）
テーマ　相続税改正と土地評価について
講　師　小河八郎税理士事務所　税理士
　　　　小河　八郎氏

一般消費者の皆様と地域発展の為、共に学び共に勉強しましょう

平成２３年３月１１日の大震災の当日福島第一原子力
発電所に勤めていた生々しい体験と勇気ある行動

奇跡ともいえる作業をささえたポイント
１．吉田所長の勇気あるリーダーシップ
２．ＡＭ対策（止める・冷やす・閉じ込める）の徹底
３．免震建屋（緊急時の重要設備の集合室）が完
成していたこと。

　　己を信じるしか無い現場
誰が何と言おうとも臨界状態にしてはならない！
工具がまだ届かない！　冷却の水がほしい！

テーマ
　福島第一原子力発電所
　災害に遭遇して
講　師
　株式会社エイブル
　（原子力発電プラントメンテナンス会社）
　代表取締役　佐藤　順英氏
　平成２４年６月１１日（月）開催
PM１：３０～３：３０まで
鶴ヶ島商工会館に於いて
　参加者　３５名

笠間地区長の
挨　拶

相続税ってどのような場合かかるの？
この疑問について小河先生に以下の３点につい
て講演していただきました。
　１．財産を相続した時
　２．財産をもらった時
　３．保険と税について
　私達も年齢と共に身近なものになってまいり
ましたので、真剣に聞き入り、会員はもとより
一般参加の人からも沢山質問をいただきまし
た。本当に実のあるセミナーでした。

佐藤順英社長佐藤順英社長

真剣に聞き入る参加者の皆様

西西西西西西西西西西入入入入入入入入入入間間間間間間間間間間西入間
地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催地区開催
オオオオオオオオオオーーーーーーーーーーププププププププププンンンンンンンンンンオープン
セセセセセセセセセセミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーセミナー

東東東東東東東東東東松松松松松松松松松松山山山山山山山山山山東松山
地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催地区開催
オオオオオオオオオオーーーーーーーーーーププププププププププンンンンンンンンンンオープン
セセセセセセセセセセミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーセミナー

地区開催宅建オープンセミナー地区開催宅建オープンセミナー
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不
動
産
フ
ェ
ア
・
不
動
産
無
料
相
談
会

不
動
産
フ
ェ
ア
・
不
動
産
無
料
相
談
会

今
年
も
４
地
区
で
国
土
交
通
省
後
援
に
よ
る
不
動
産
フ
ェ
ア
・
不
動
産
無
料
相
談
会
を
開
設
し
各
地
区
の

皆
様
と
交
流
し
な
が
ら
地
域
活
力
再
生
の
原
動
力
と
し
て
楽
し
く
地
域
事
業
に
参
加
し
て
お
り
ま
す

ふじみ野市
地蔵まつり
１０月２１日
上福岡駅西口
地蔵通り商店街

川越市
小江戸川越マラソン
１１月２５日　川越水上公園

第２７回鶴ヶ島産業祭不動産フェア

今回はよさこ
い踊りチーム
が１０６組の参
加となり会場
が５ヶ所に分
かれました

８月１８・１９日
猛暑の中汗だくに
なりながらの無料
相談会

第１２回坂戸よさこい不動産フェア

さんま売りのコーナー
鶴ヶ島宅建会会員

不動産相談コーナー
西入間地区会員

今年も盛大に１４３の飲食・物販展示ブースに出店があ
り西入間地区も参加いたしました
明日につなげよう！　産業祭りから元気を発信！

富士見市ふるさとまつり富士見市ふるさとまつり
１０月２７日 文化の杜公園１０月２７日　文化の杜公園１０月２７日　文化の杜公園

ふじみ野市産業祭ふじみ野市産業祭
１１月３日 福岡中央公園１１月３日　福岡中央公園１１月３日　福岡中央公園

川越市産業博覧会川越市産業博覧会

１１月２・３・４日
松山第一小学校

日本スリーデーマーチ日本スリーデーマーチ

東 松 山
地区開催

西
入
間
地
区
開
催

川
越
地
区
開
催

ふじみ野地区開催

全国から多くの人
が集う日本一のウ
ォーキング大会の
会場に東松山地区
のブースを出店し
ました

川越運動公園 １０月２７日川越運動公園　１０月２７日　２８日２８日川越運動公園　１０月２７日　２８日

１１月１０日１１月１０日、１１日 鶴ヶ島市運動公園１１日　鶴ヶ島市運動公園１１月１０日、１１日　鶴ヶ島市運動公園
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ふじみ野市民相談会 

ふじみ野市土地建物無料相談 
毎月第２水曜日 
AM１０時～PM４時 
市役所第２庁舎１階 
市民相談室 
相談者　２０名 

川越市民相談会 

川越市不動産無料相談 
毎月第１木曜日 
AM１０時～PM４時 
市役所本庁舎３階 
市民相談室 
相談者　２７名 

鶴ヶ島市民相談会 

鶴ヶ島市不動産無料相談 
毎月第１火曜日 
PM１時～４時 
市役所会議室 
相談者　１５名 

坂戸市民相談会 

坂戸市不動産無料相談 
毎月第４木曜日 
PM１時～４時 
オルモ相談室 
相談者　１６名 

三芳町民不動産相談会 

三芳町不動産無料相談 
毎月第３水曜日 
PM１時～４時 
役場１階相談室 
相談者　６名 

東松山市民相談会 

東松山市不動産無料相談 
毎月第１水曜日 
AM１０時～１２時 

総合会館Ｂ１会議室 
相談コーナー 
相談者　５名 

富士見市不動産無料相談 
毎月第４月曜日 
PM１時～４時 
富士見市役所２階 
第３相談室 
相談者　１３名 

富士見市民相談会 

２４年度相談者合計　１１０名 
（４月～１１月） 

公益社団法人 
埼玉県宅地建物 

取引業協会埼玉西部支部 

不動産無料相談会 
事前申込AM１０時～PM３時 

相談者　３名 

不動産法律相談会 
事前申込・第２水曜日AM１０時～１２時 

相談者　５名 

支部会館 

８月３日（金）　支部会館
講師　三浦　康洋　様／石崎　隆治　様

おかげさまで会場が６市１町の７会場になりました

消費者相談委員会不動産取引無料相談会開催不動産取引無料相談会開催

不動産の悩み、心配事が御座いませんか

お気軽に

ご相談く
ださい

支部研修会 地区研修会

私たち相談員は支部研修会

及び地区研修会を受講し、

少しでも皆様のお役に立て

ますよう待機しております

のでお気軽に相談ください

相談員のスキルアップ

にも努めています！！
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埼
玉
西
部
支
部
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
今
回
私

の
幼
な
じ
み
の
Ｔ
君
の
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

Ｔ
君
は
高
校
時
代
に
ち
ょ
っ
と
ヤ
ン
チ
ャ
な
奴
で

高
校
を
出
て
住
込
み
で
北
海
道
の
牧
場
へ
働
き
に
行

き
ま
し
た
。
成
人
式
で
帰
京
し
た
時
に
は
牧
場
と
聞

い
て
い
た
の
で
酪
農
で
牛
の
世
話
を
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
し
た
が
、
競
争
馬
の
預
か
り
世
話
の
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
海
外
に
も
渡
り
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
へ
行
っ
た
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
英
語
は
一
切
話
せ
ま
せ
ん
。
ハ
ハ
ハ

　

そ
し
て
大
人
に
な
り
所
帯
を
持
っ
て
福
島
県
須
賀

川
で
土
地
を
借
り
独
立
開
業
し
て
牧
場
を
営
ん
で
い

ま
し
た
が
、
去
年
の
東
日
本
大
震
災
で
地
割
れ
、
水

は
出
な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
は
入
ら
な
く
な
り
大
変
な
想

い
を
し
た
そ
う
で
す
。
な
お
か
つ
福
島
原
発
に
よ
り

馬
主
の
考
え
で
馬
を
そ
れ
ぞ
れ
地
方
へ
分
け
た
の
で

Ｔ
君
の
会
社
は
一
時
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
同
業
の
援
助
も
あ
り
今
は
千
葉
県
成
田

の
シ
ン
ボ
リ
牧
場
で
厩
舎
を
借
り
従
業
員
も
６
名
連

れ
て
馬
は　

頭
位
預
か
り
世
話
を
し
て
い
る
よ
う
で

２０

す
。

　

私
に
も
馬
主
に
な
れ
と
言
い
ま
す
が
、
競
争
馬
は

家
一
軒
位
す
る
そ
う
で
す
し
預
け
代
だ
け
で
も
息
子

を
遠
方
の
大
学
に
出
し
学
費
を
払
っ
て
や
る
よ
り
も

月
額
費
用
が
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

埼
玉
西
部
支
部
の
方
々
で
馬
主
希
望
の
人
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
ご
紹
介
し
ま
す
ね
。

幼
な
じ
み

（
有
）ア
イ
ラ
ン
ド　
　

秋
元　
　

勇　

（
ふ
じ
み
野
地
区
）

コ コ コ ラ ラ ラ ム ム ム 

趣味も生き甲斐趣味も生き甲斐趣味も生き甲斐

せ
ん
。

　

そ
し
て
も
う
１
つ
は
旅
行
で
、
私
の

一
番
思
い
入
れ
の
あ
る
旅
行
は
３
年
前

の
ペ
ル
ー
旅
行
で
す
。
有
名
す
ぎ
る
世

界
遺
産
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
本
当
に
異
次

元
の
世
界
で
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

実
は
、
妻
と
の
出
会
い
も
こ
の
ペ
ル

ー
旅
行
が
き
っ
か
け
で
し
た
璽　

私
と

妻
は
ペ
ル
ー
旅
行
の
ツ
ア
ー
で
知
り
合

い
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
の
人
と
結
婚
す

る
な
ん
て
当
時
は
考
え
も
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
話
が

進
み
、
出
会
っ
て
一
年
で
結
婚
。
人
生

何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
は
、
正
に

こ
の
事
で
す
。
そ
し
て
、
今
で
は
一
緒

に
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

趣
味
と
は
、
仕
事
と
別
の
所
に
有
る

よ
う
で
、
実
は
と
て
も
密
接
な
関
係
だ

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
趣
味
と
仕

事
の
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
、
毎
日
を
充

実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
田
不
動
産　

成
田　

雄
亮

（
川
越
地
区
）

　

こ
の
世
の
中
に
は
、
数
え
き
れ
な
い

程
の
趣
味
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
私
の
趣
味
は
『
ゴ
ル

フ
』
と
『
旅
行
』
で
す
。
あ
れ
普
通
？　

と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、

そ
ん
な
一
般
的
な
趣
味
が
私
に
と
っ
て

は
生
き
甲
斐
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
ず
ゴ
ル
フ
、
小
学
校
の
頃
か
ら
ゴ

ル
フ
好
き
の
父
に
打
ち
っ
ぱ
な
し
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
い
気
づ
い
た
ら
夢
中

に
な
り
、
高
校
で
は
強
豪
校
へ
進
学

し
、
あ
っ
と
言
う
間
に
経
験
（
キ
ャ
リ

ア
）
年
数
は
約　

年
。
実
力
が
つ
い
て

１５

き
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
ん
な

に
も
ゴ
ル
フ
が
仕
事
で
役
に
立
つ
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
コ
ン
ペ
や
接
待

で
の
ゴ
ル
フ
は
、
プ
レ
ー
時
間
や
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
が
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ

だ
け
相
手
の
事
も
わ
か
る
し
自
分
も
き

ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
、
仕
事
に
も
影
響

が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
多
少

の
リ
ス
ク
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
れ

ど
、
や
っ
ぱ
り
ゴ
ル
フ
は
止
め
ら
れ
ま
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ス宅宅
建

ス
ロ
ス
ワワ
ー
ド建 ロロロロロロロロロ

ク２０００円の
クオカード

が　当たる！

ぎう

いかる

げかお

い

のおいたにく

ぬ

りかかち

ちた

くかういあか

うじきん

①

Ａ

②

Ｊ

⑧

⑥

⑮

⑯

⑦

⑨

Ｆ

Ｉ

Ｇ

①　所得税における課税所得区分の一つ。資産の種類及び保有期間
が５年以内か５年超かによって課税方式・税率が分類される。

②　不動産の売却代金を得るまでの間、一時的に資金を借りる融資
⑤　一度も負けず勝ち続けること
⑥　当事者の一方がある仕事を完成することを約束し、相手方がそ
の仕事の結果に対して報酬を支払うことを約束するような契約

⑦　犬が東を向くと尾は？
⑧　売買金額より残債務額の方が多い不動産に対して、抵当権等を
設定している債権者等に不動産売却金の配分を行うことによっ
て抵当権等を解除してもらい、売買契約を成立させる方法を略
して。

⑨　指で何かを指し示すこと
⑪　不動産広告表示において取引態様の一つ
⑮　この法律の目的は、良好な景観の形成・風致の維持、公衆に対
する危害の防止のため「屋外○○物表示」等について、必要な
規制の基準を定めることにある（第１条）。

⑯　損害保険等の用語で保険金が支払われない場合のこと
⑰　悩みぬいた渋い表情の事

①　人が住むための家
②　効果のない法律行為について、その効果を生じさせる意思表示
③　対義語は「権利」
④　単独では完全に有効な法律行為をすることが出来ない者のこと
を漢字で「○○○○者」という。

⑧　建築基準法第四二条第○○に定められた幅員４ｍ未満の狭い道
路のことを不動産業界では略して「○○道路」と呼ぶことがあ
る。

⑩　火災保険とセットでなければ加入できないこと、掛け金が高い
こと、さらに補償額が低いことがネック。他の保険に比べると
加入率の伸び悩み傾向は否めない○○保険。

⑫　決めたこと、言ったことなどを実際に行うこと。
⑬　ある行為を行うために必要若しくは相応しいとされる地位や立場
⑭　３.３０５７８㎡を別の単位で言うと。

クロスワードです。横・縦のヒントを元に言葉を入れてください。
赤アミの文字をＡＢＣ順に並べて下さい。

支
部
事
務
局

支
部
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
紹
介

ス
タ
ッ
フ
紹
介

支
部
事
務
局

支
部
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
紹
介

ス
タ
ッ
フ
紹
介

支
部
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
紹
介

　

支
部
事
務
所
が
、
現
在
の
地
に
開

設
し
て　

年
に
な
り
ま
す
。
支
部
役

２９

員
の
皆
様
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
て
今
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
と
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

事
務
局
に
勤
め
さ
せ
て
頂
き
、
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
方
々
と
の
出
会

い
は
、
事
務
局
な
ら
で
は
の
、
醍
醐

味
を
味
わ
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ

し
て
明
る
さ
優
し
さ
笑
顔
の
大
切
さ

な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
職
員
３
人

ト
リ
オ
で
、
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が　
２７

年
前
、
価
値
観
・
環
境
等
似
た
者
同

士
、
お
互
い
を
思
い
や
る
心
に
支
え

ら
れ
て
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
楽

し
か
っ
た
こ
と
し
か
浮
か
ん
で
参
り

ま
せ
ん
！

　

こ
の
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
こ

そ
、
事
務
局
に
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た

「
ご
褒
美
」
か
と
…
、
本
当
に
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り

が
と
う
ご
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す
。 （
記　

鈴
木
）

一
期
一
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鈴
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応募方法　事務局にfaxでお送り下さい。

　　　　　０４９－２２２－５２４５

応募締切　Ｈ２５年２月末まで

賞　　品　正解者の中から２０００円クオカード

　　　　　１０名様

発　　表　次号

正解で
１０名様に 不動産力を

　　試してみよ
う！

会員の皆さまへのお知らせ 支部定時総会・新年賀詞交歓会を２５年２月４日に開催いたします。
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青年部のとりくみ 業務支援委員会
・青年部

業務支援委員会　青年部
委員長　浅見　隆広
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ン
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〒350―0034　川越市仙波町2丁目5―9（JR・東武東上線川越駅東口　徒歩5分）

TEL（049）222―2864　FAX（049）222―5245　http://www.takuken.or.jp/seibu
埼玉西部支部事務所

編集後記編集後記

宅建オープンセミナー　業務支援委員会・青年部
第１回　６月２１日（木）　支部会館　PM１時３０分～

Facebookを使ってみよう　コミュニケーションに
よる顧客サービスを
講師　ウェブデザイナー　斉藤　忍氏　

第２回　７月１９日（木）　支部会館　PM１時３０分～３時３０分
弁護士に聞きたい、実務に即した実例
　　　　　　　　公益法人に成ってこれからは…
講師　弁護士　堀　克己氏

第３回　９月１３日（木）　川越西文化会館メルト　PM１時３０分～４時
税制改正のポイント
講師　川越税務署資産課税第一部門連絡調整官　澤野裕子氏
トラブルを未然に防ぐために、ここが大事
重要事項説明書・契約書の書き方
講師　財団法人不動産適正取引推進機構　村川隆生氏

青年部会員研修会　現場見学会

東京ゲートブリッジ・東京スカイ
ツリーを見学しよう
第１回　青年部研修会１０月１６日（火）
支部会館発　PM４時～
青年部委員会及び意見交換会
１１月２９日（木）　支部会館
PM４時～

レインズパソコン講習会 情報提供委員会

レインズＩＴ研修会パソコン講習会

第１回　９月２７日　１３：３０～１６：００
第２回　１１月１５日　１３：１５～１６：１５
　テーマ　レインズの活用方法について
　講師　　公益社団法人　埼玉県宅地建物取引業協会
　　　　　　企画政策課　主任　丹下慶一氏

※テーマ、講師は２回とも共通です

　不動産業者として今後を
担う年代の情報化社会への
知識習得、法的な見解から
の業務への理解を深めてい
く為に実務上の抱える問題
や現在の身近なトレンドを

学ぶことをテーマにいたしました。
　１回目「facebookを使ってみよう」という
テーマでＷＥＢデザイナーに依頼し講義ではな
く実際にパソコンを使って参加者にFacebook
に登録してもらいました。見る聞くよりも参加
してしまう手法をとりました。
　２回目のオープンセミナーは「弁護士に聞き
たい実務に即した事例を」というテーマで、事
前に質問や聞きたい内容を参加者から収集しそ
れについて弁護士から解説をして頂き、身近な
質疑応答を重視したセミナーを企画しました。
　現場見学会は古来の建築物と現在の建築物を
学ぶというテーマで、今年オープンした「東京
ゲートブリッジ」と「東京スカイツリー」に実
際に上がってその建築を体感してまいりまし
た。近くの浅草寺をお参りし日本古来のお寺を
見学、新旧の有名建築物を体験しました。でき
た年に見てきたんだという一つの体験研修でし
た。

実務に直結したセミナーを開催する実務に直結したセミナーを開催する

　「西部宅建だより」発刊にあたり支部会
員の皆様より原稿・写真等のご協力をい
ただき、誠にありがとうございます。本
年は広報啓発委員並びに各委員会の方々

に、各地区の事業はもとより、多くの支部事業にも積極
的に参加、取材をさせていただきました。「少しでも見や
すく」、「伝わりやすく」を意識した本誌を楽しんでいただ
けたら幸いです。　　　　　　　

広報啓発委員会　奥山　寛


